
連携推進のポイントは？ 

さらなる連携推進を目的に、これまでの研修の形を変え、今年度は幼

保小連携研修（オンライン合同研修）を２回設定しました。 

約８０％の地区が架け橋期のカリキュラム完成済（令和７年度幼保小

連携に関するアンケート集計結果より）という結果を受け、第１回の連

携地区協議では、各地区の架け橋期のカリキュラムの具体確認・今年度

の連携検討等を行います。園校お互いに時間がとれない中での貴重な機

会です。担当者が変わっても、ゼロからではなく、これまでの上に連携

を積み重ね、深めていくことができるよう、各園校で準備をしましょう。 

 

連携推進のポイント 

☆前年度引継ぎ☆ 

資料の受け渡しではなく、架け橋期のカリキュラムとは？地区

としてのこれまでの連携や協議会等の流れは？成果と課題は？

などといった確認をし、適切な引継ぎをしましょう。 

 

☆主体的行動☆ 

学校が、園が、誰が進めなければならないということはありま

せん。連携推進のために、担当者一人ひとりがすべきこと・でき

ることを考え、主体的に役割を担いましょう。 

 

 今年度も小学校・義務教育学校を研修会場としてお借りします。先生

方、準備をよろしくお願いいたします。 

【日 時】６月３日（水）１５時～１７時 

【場 所】各連携小学校・義務教育学校 

     ※R8年度連携表で会場校確認 

【対 象】園校の幼保小連携担当者・希望者 

【内 容】オンライン合同研修 

・行政説明「相模原市の幼保小連携について」 

・講義「幼保小の協働による架け橋期の教育の充実」 

・連携地区協議 

【持ち物】※園校共通のみ記載 

 ・研修資料 

 ・年間行事予定表 

 ・架け橋期のカリキュラム 

 ・架け橋期のカリキュラム作成ガイド 

・付箋（75㎜×25㎜）１束 

  小学校・義務教育学校は水色、園はピンク 


